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Ⅰ． ２０１０年度第３四半期連結決算の概要



第３四半期決算実績サマリー　第３四半期決算実績サマリー　

（億円）

前年同期比

【受注高】

車両において大口受注があったこと等により、
全体でも大幅な増加となった

【売上高】

精密機械において新興国向け建設機械用油圧
機器が大幅に増加したこと等により、全体でも
増収となった

【損益】

円高の影響はあったものの、精密機械での増収

やモーターサイクル＆エンジンでの固定費削減

等の各種収益改善策の効果等により、全体で

大幅な改善となった

増　減
2010年度
３Q累計

１１５

８８

２８１

４５２

３８７

８，７０５

８，７４０

１３２

９５

　▲１０３

▲５５

▲１４０

７，９８０

６，４９９

2009年度
３Q累計

＋３８４四半期純損益

ドル（¥／＄）
売上加重
平均レート

ユーロ（¥／EUR）

＋５０７経常損益

＋５２７営業損益

＋７２４売 上 高

＋２，２４１受 注 高
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前前年同年同期比損益増減要因分析　①期比損益増減要因分析　①

前年同期比　＋５２７億円（2009.3Q累計 ▲１４０億円 ⇒ 2010.3Q累計 ３８７億円）【営業損益】　
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▲ 140

387

＋70

▲ 128

＋11

＋157

＋78

＋57

＋282

※退職給付債務の会計基準変更時差異（約１３０億円/年）が２００９年度までに償却完了

2009.3Q

2010.3Q

為替の影響

資材費減少

増収の影響

退職給付債務の
会計基準変更時差異
償却完了の影響(※）

販売費及び
一般管理費の減少

売上構成変動

・その他

操業増による
原価差益



【営業外損益】

前前年同年同期比損益増減要因分析　②期比損益増減要因分析　②

　

前年同期比　▲２０億円 （2009.3Q累計 ８５億円 ⇒ 2010.3Q累計 ６４億円）　　　　

【特別損益】 前年同期比　＋６６億円 （2009.3Q累計 ▲７１億円 ⇒ 2010.3Q累計 ▲５億円）

・金融収支 （受取配当金を含む）

・持分法による投資利益

・為替差損益　

・その他

　▲　４億円 （ ▲１２億円 ⇒ ▲１６億円 ）

　＋２７億円 （ 　４３億円 ⇒ ７０億円 ）

　▲６１億円 （ 　６７億円 ⇒ 　　 ５億円 ）

　＋１８億円 （ ▲１３億円 ⇒ 　　 ５億円 ）

・訴訟損失引当金繰入額

・その他
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＋６９億円 （ ▲６９億円 ⇒ ０億円 ）

▲　３億円　（ ▲　２億円 ⇒ ▲ ５億円 ）



セグメント別決算実績セグメント別決算実績

＋１５▲２３▲３８－－－－－－調　整　額

▲１４０

▲９

７

▲２１１

７

３９

３

５２

８

2009年度
3Q累計

＋７２４

＋１３２

＋４３５

＋１５１

▲２５

＋２０７

＋１５６

▲１４９

▲１８５

増 減

８，７０５

８２２

９９０

１，５９２

５６４

１，４９６

１，３５０

９５５

９３２

2010年度
3Q累計

７，９８０

６９０

５５４

１，４４０

５９０

１，２８８

１，１９３

１，１０５

１，１１７

2009年度
3Q累計

売上高

＋５２７

＋２６

＋１３９

＋１８４

＋３９

＋５６

＋１６

＋６

＋４１

増 減

３８７

１６

１４６

▲２６

４６

９６

２０

５９

４９

2010年度
3Q累計

営業損益

＋２，２４１８，７４０６，４９９合　　　計

＋６２７３８６７６そ　の　他

＋５１８１，０６７５４８精密機械

＋１５１１，５９２１，４４０ﾓｰﾀｰｻｲｸﾙ&ｴﾝｼﾞﾝ

＋６７１，０５４９８７プラント・環境

▲２４９１，１３６１，３８５ガスタービン・機械

＋４３７１，２３７７９９航空宇宙

＋６８６１，２４１５５５車　　　両

＋５６７６７２１０４船舶海洋

増 減
2010年度
3Q累計

2009年度
3Q累計

受注高

（億円）
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注1) 2009年度は2010年度からの新事業区分および新会計基準の考え方に基づき再計算した数値 → 16ページ参照

注2) 「調整額」には、本社部門で発生する費用で社内管理上各部門への配賦を行わない費用等を含む



当第３四半期実績　(前年同期比）

受注 　　　潜水艦１隻およびばら積み運搬船１０隻を受注

売上 　 　　大型船の売上減少

営業損益　 受注工事損失引当金の積み増しはあったものの、
採算性の向上等により増益

２０１０年度見通し　(11月公表比）

　受注、売上、損益とも変更なし

船舶海洋船舶海洋
主要製品：　LNG船、LPG船、VLCC、バルクキャリア、潜水艦、オフショア関連製品

（億円/各期の数値は累計）
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※ 2010年10月1日付の組織改正に伴い、セグメント名を「船舶」から「船舶海洋」に変更
※ 2009年度の営業損益は、2010年度からの新会計基準の考え方に基づき再計算した数値 → 16ページ参照

（参考）中国での合弁事業について

１９９５年１２月、中国海運最大手COSCO社と合弁により中国の南通市にNACKS

を設立、２００８年には拡張工事を完了。当社の技術支援のもと、大型建造ドック

２基でCOSCO社をはじめ中国国内外の顧客向けに超大型コンテナ船・大型原油

タンカー・大型鉱石運搬船・自動車専用船等、多種多様な商船を建造。

（持分法適用会社）

受注

18 27 104 161
16

364

672

1,000

1Q 2Q 3Q 2009年度 1Q 2Q 3Q 2010年度
見通し

売上

394
652

1,117

1,518

286
612

932
1,200

1Q 2Q 3Q 2009年度 1Q 2Q 3Q 2010年度

見通し

営業損益

▲ 6

14
8

15

33
20

49

10

2Q 3Q 2009年度 1Q 2Q 3Q 2010年度

見通し

（11月公表 1,000）

（11月公表 1,200）

（11月公表 10）

1Q

＜新造船の受注・売上隻数＞ （隻）

2009年度 2010年度 2009年度 2010年度

LNG船 ５（２） ３（２）

小型LNG船 １ １（１）

LPG船 ２（２） ４（３）

VLCC １（０）

ﾊﾞﾙｸｷｬﾘｱ １０ １０（６） ２２（１６）

潜水艦 １ ２（２） ２（２）

合　計 １ １１ ２０（１２） ３２（２４）
注) 括弧内は進行基準売上（内数）

受注（3Q累計） 売上（3Q累計）



車　　両車　　両
主要製品：　各種電車（新幹線含む）、機関車、客車、ホームドア、ギガセル（二次電池）

（億円/各期の数値は累計）
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※ 2009年度は2010年度からの新事業区分（除く、破砕機）および新会計基準の考え方に基づき再計算した数値 → 16ページ参照

当第３四半期実績　(前年同期比）

受注 　　　大口のワシントン首都圏交通局向け地下鉄電車を
　　　　　　　 受注したこと等により大幅に増加

売上　 　　海外向け鉄道車両の減少等

営業損益 　売上の減少はあったものの、採算性の向上等により
　　　　　　　 増益

２０１０年度見通し　（11月公表比）

・ 受注、売上は変更なし

・ コスト改善等による採算性の向上により、損益見通しを引き上げ

（参考）海外新規プロジェクトへの取り組み状況

北米

　 　地下鉄、客車・電車を中心に受注活動中

　 　北米市場向けLRVを開発中

高速鉄道

　 　北米、ベトナム等で計画あり、活動中

インド貨物専用新線西回廊(1期）（デリー～ムンバイ）

　 　円借款案件、電気機関車を受注すべく活動中

アジア地域のE&M案件
　 　他社とのコンソーシアムにより対応中

受注

255 395
555 662

1,015
1,177 1,241

1,800

1Q 2Q 3Q 2009年度 1Q 2Q 3Q 2010年度
見通し

（11月公表 1,800）

売上

375
725

1,105

1,500

266

630
955

1,450

1Q 2Q 3Q 2009年度 1Q 2Q 3Q 2010年度

見通し

（11月公表 1,450）

営業損益

19
37

52

87

17
34

59
80

1Q 2Q 3Q 2009年度 1Q 2Q 3Q 2010年度

見通し

（11月公表 70）



当第３四半期実績　(前年同期比）

受注 　　　BOEING社向けB777・B787分担製造品等の増加

売上　　　　防需案件およびBOEING社向けB787分担製造品等
　　　　　　　 の増加

営業損益 円高の影響はあったものの、増収等により増益

２０１０年度見通し　（11月公表比）

　受注、売上、損益とも変更なし

航空宇宙航空宇宙
主要製品：　防需航空機、民需航空機分担製造品（ボーイング・エンブラエル）、誘導機器システム

（億円/各期の数値は累計）

※ 2009年度の営業損益は、2010年度からの新会計基準の考え方に基づき再計算した数値 → 16ページ参照
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（参考）　

防需航空機分野： 次期輸送機（XC-2）の試作１号機を当社岐阜工場において
製造し、２０１０年１月に初飛行した後、予定した全ての各種社内試験を完了し、
２０１０年３月３０日、同工場において防衛省に納入した。また、試作２号機につい
ても、同工場において製造し、２０１１年１月２７日に初飛行した。

民需航空機分野： 「B７８７ドリームライナー」の増産に向け、２０１０年３月、
名古屋第一工場に新工場（南工場）が完成。２００６年７月に完成した北工場と
同様に、各種の最新鋭設備を導入し、複合材部品の加工から前部胴体までの
組立を一貫生産できる製造ラインを構築。

宇宙分野： ２０１０年１１月、HⅡ-Bロケット２号機用の衛星フェアリング（２０１１
年１月２２日に打ち上げに成功した無人宇宙船「こうのとり２号」を格納）を出荷。

受注

114
465

799

1,713

365

879
1,237

2,100

1Q 2Q 3Q 2009年度 1Q 2Q 3Q 2010年度

見通し

売上

266
733

1,193

1,888

342
830

1,350

2,150

1Q 2Q 3Q 2009年度 1Q 2Q 3Q 2010年度

見通し

営業損益

▲ 19

33

3

37

▲ 18
▲ 11

20 20

2Q 3Q 2009年度 3Q 2010年度

見通し

（11月公表 2,100）

（11月公表 2,150）

（11月公表 20）

1Q 1Q 2Q



ガスタービン・機械ガスタービン・機械
主要製品：　航空機用エンジン、産業用ガスタービン・コージェネレーション、陸用・舶用タービン、ディーゼル機関、空力・水力機械

（億円/各期の数値は累計）

※ 2009年度の営業損益は、2010年度からの新会計基準の考え方に基づき再計算した数値 → 16ページ参照
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＜航空エンジン　主要参画プロジェクト概要＞

Ｖ２５００ Ｔｒｅｎｔ１０００ ＴｒｅｎｔＸＷＢ

主な搭載機 A320 他 B787 A350

参画方式 Full Partner方式 RRSP方式
（※)

RRSP方式
（※)

当社参画比率 約6% 約8.5% 約7%

担当部位
ﾌｧﾝｹｰｽ、

低圧圧縮機のﾌﾞﾚｰﾄﾞ、
ﾍﾞｰﾝ、ﾃﾞｨｽｸ他

中圧圧縮機(IPC)
ﾓｼﾞｭｰﾙ

中圧圧縮機(IPC)
ﾓｼﾞｭｰﾙ

（※）Risk & Revenue Sharing Partner方式

当第３四半期実績　(前年同期比）

受注　　 　　 前年同期に大口受注のあった航空エンジン分担製造
品やガス圧縮機設備等の減少

売上　　　　　ガス圧縮機設備や防需案件等の増加

営業損益 増収等により増益

２０１０年度見通し　（11月公表比）

・ 受注、売上は変更なし

・ コスト改善等により、損益見通しを引き上げ

受注

523

998
1,385

2,262

330
653

1,136

2,200

1Q 2Q 3Q 2009年度 1Q 2Q 3Q 2010年度
見通し

（11月公表 2,200）

売上

447
834

1,288

1,913

499

992

1,496

2,100

1Q 2Q 3Q 2009年度 1Q 2Q 3Q 2010年度

見通し

（11月公表 2,100）

営業損益

12 14

39

89

40
61

96 100

1Q 2Q 3Q 2009年度 1Q 2Q 3Q 2010年度

見通し

（11月公表 90）



プラント・環境プラント・環境
主要製品：　産業用プラント（セメント、化学等）、発電プラント、LNG・LPGタンク、都市ごみ焼却施設、掘削機、破砕機

（億円/各期の数値は累計）

※ 2009年度は2010年度からの新事業区分（含む、破砕機）および新会計基準の考え方に基づき再計算した数値 → 16ページ参照
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当第３四半期実績　(前年同期比）

受注　 　　　国内外の各種プラントの増加

売上　 　　　海外向け大型プラントの減少

営業損益　 既受注案件の順調な進捗により増益

２０１０年度見通し　（11月公表比）

・ 受注、売上は変更なし

・ 既受注案件の順調な進捗による収益性改善により、損益見通し
　 を引き上げ

（参考）中国での合弁事業について

２００６年より中国セメント業界最大手のCONCHセメントと合弁事業を開始。

現在までに３つの合弁企業を設立し、中国におけるセメント排熱発電設備・　　　

セメント製造設備（プレヒーター、キルン、ミル等）の設計から製造、販売、　　　　

アフターサービスまでの一貫体制を確立。今後さらに、ガス化炉とセメントキルン

を組み合わせたごみ処理設備や高機能膜を利用した水処理設備など、環境保全

対策・省エネルギー技術の普及に貢献していく。

受注

158
375

987

1,356

320

773

1,054
1,300

1Q 2Q 3Q 2009年度 1Q 2Q 3Q 2010年度
見通し

（11月公表 1,300）

売上

165

433
590

1,075

204
388

564

1,000

1Q 2Q 3Q 2009年度 1Q 2Q 3Q 2010年度

見通し

（11月公表 1,000）

営業損益

▲ 5

17
7

79

2

35
46

90

2Q 3Q 2009年度 1Q 2Q 3Q 2010年度

見通し

（11月公表 80）

1Q



モーターサイクル＆エンジンモーターサイクル＆エンジン
主要製品：　二輪車、四輪バギー車（ATV）、多用途四輪車、パーソナルウォータークラフト、汎用エンジン

（億円/各期の数値は累計）

※ 2009年度は2010年度からの新事業区分（除く、ロボット）および新会計基準の考え方に基づき再計算した数値 → 16ページ参照
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（参考）

・ 中国においてKYMCO社と合弁で汎用ガソリンエンジンの生産・販売会社

CK&Kを設立。工場は２０１０年１月より稼動を開始した。 （持分法適用会社）

・ ２０１０年７月１日に、インドに二輪車の輸入・販売を手がける現地法人ＩＫＭ

を設立。

当第３四半期実績　(前年同期比）

売上　　　　 新興国での販売増等

営業損益　 円高の影響はあったものの、増収に加え、前年度まで
に実施した緊急収益改善策の効果が発現したこと等
により大幅に改善

２０１０年度見通し　（11月公表比）

・ 先進国における二輪車市場の回復遅れおよび円高の進行に　　
　より、売上見通しを引き下げ

・ 先進国における売上減および円高の影響を、新興国での収益
　 改善等で補い、損益見通しを据置き

売上

580
1,009

1,440

2,030

651
1,132

1,592

2,400

1Q 2Q 3Q 2009年度 1Q 2Q 3Q 2010年度

見通し

（11月公表 2,500）

営業損益

▲ 39

▲ 133

▲ 211

7

▲ 11 ▲ 26 ▲ 40

▲ 270

1Q

1Q 2Q 3Q 2009年度

2010年度
見通し2Q

（11月公表 ▲40）

3Q

＜コンシューマー向け製品 地域別売上（卸売）台数・金額＞ （千台、億円）

台数 金額 台数 金額 台数 金額 台数 金額
国内 13 102 17 129 10 82 16 124

北米（カナダ含む） 60(37) 421 80(49) 563 73（37) 532 121(70) 774
欧州 49 391 72 562 43 300 67 469

新興国等 159 319 228 451 195 438 284 621

合計 281 1,233 397 1,705 321 1,352 488 1,988
注1) 二輪車、四輪バギー車（ATV）、多用途四輪車、パーソナルウォータークラフト（「ジェットスキー」）
　　　 及びこれらの関連製品を含む。
注2) 括弧内は二輪車分を示す。（内数）

2009年度 2010年度
3Q累計 通期 3Q累計 通期見通し



精密機械精密機械
主要製品：　油圧機器（ポンプ・モーター・バルブ）、陸用油圧装置、舶用油圧装置、精密機械・機電製品、産業用ロボット

（億円/各期の数値は累計）
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※ 2009年度は2010年度からの新事業区分（含む、ロボット）および新会計基準の考え方に基づき再計算した数値 → 16ページ参照

当第３四半期実績　(前年同期比）

受注　　　　　 新興国での建設機械向け油圧機器の増加

売上 　　　　建設機械向け油圧機器および半導体製造装置
　　　　　　　　 メーカー向け等の産業用ロボットの売上増加

営業損益　 増収および高操業による収益性の好転等により
　　　　　　　　 大幅増益

２０１０年度見通し　（11月公表比）

・ 新興国での建設機械向け油圧機器の増加により、 受注・売上
見通しを引き上げ

・ 増収および諸費用の圧縮等により、損益見通しを引き上げ

（参考）中国での事業展開について

中国における需要増に対応するべく、中国蘇州に現地法人を設立し、２００６年　

８月より油圧機器の生産を開始。さらに、中国企業と合弁で浙江省に油圧機器

生産会社を設立し、２０１０年４月より生産を開始した。

これら二つの現地生産会社の製品を中国全土の顧客に供給すべく、２０１０年　

４月に上海に販売会社を設立・営業開始し、今後さらなる成長が見込まれる　　

中国建設機械市場で当社グループのプレゼンスを高めるとともに、事業のさらな

る拡大・深化に向けて体制を整えた。

受注

131
328

548

849

350

680

1,067

1,500

1Q 2Q 3Q 2009年度 1Q 2Q 3Q 2010年度
見通し

（11月公表 1,400）

売上

165
342

554
827

278

609

990

1,400

1Q 2Q 3Q 2009年度 1Q 2Q 3Q 2010年度

見通し

（11月公表 1,300）

営業損益

▲ 6

7
34 39

86

146
180

▲ 3 3Q 2009年度 1Q 2Q 3Q 2010年度

見通し

1Q 2Q

（11月公表 150）



財政状態およびキャッシュフロー財政状態およびキャッシュフロー

１，５１６

▲１，５１３

▲５２６

▲９８７

2009年度
3Q累計

▲７５０フリーキャッシュフロー

７８０財務キャッシュフロー

▲４１５投資キャッシュフロー

▲３３５営業キャッシュフロー

2010年度
3Q累計

【キャッシュフロー】

（億円）【財政状態】

２，９１１
（２０．７％）

２，７７０
（２０．４％）

自己資本
（自己資本比率）

１３，９９９１３，５２４総資産

１４２％

４，２８９
（３，９４１）

2009年度
4Q末

１６７％NET Ｄ／Ｅレシオ

５，２５０
（４，８６９）

有利子負債残高
（NET有利子負債）

2010年度
3Q末

（億円）

注） 有利子負債残高にはリース債務を含む　
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Ⅱ．２０１０年度通期業績見通し



連結受注高・売上高・損益見通し連結受注高・売上高・損益見通し

１１月公表比前年度比今回公表１１月公表実績

＋３９８

＋３１７

＋４１３

＋１，０６５

＋３，３８７

１１５

８３

２００

３２０

３２０

１２，８００

１３，４００

実績/前提
レート

＋９０２９０▲１０８当期純損益

８３９３ドル（￥/＄）

＋８０４００▲１３営業損益

＋１４０４６０１４２経常損益

１１０１３０ユーロ（￥/EUR)

０

０

増　減

１２，８００１１，７３４売 上 高

１３，４００１０，０１２受 注 高

2010年度見通し2009年度

（億円）

１１月公表比

【受注高、売上高】

先進国二輪車市場の回復が遅れてい
るモーターサイクル＆エンジンでの減
少を、新興国での建設機械向け油圧
機器が増加している精密機械での増
加で補い、前回公表値を据置き

【損益】

・ 精密機械の積極的な事業展開によ
　 り収益基盤が拡大していることに

加え、全社的に推進している固定費
の圧縮・生産性の向上等の収益改
善諸施策の効果が着実に結実して
いること等により、損益見通しを引
き上げ

・ 経常損益については、持分法損益
　 の好転および支払利息の減少等も
　 あり、営業損益に比べ引き上げ幅
　 が大きくなっている注) 前提レートは見通し公表時の為替エクスポージャーに対して適用
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（参考）為替影響額

（億円）

営業利益 経常利益
ドル ２０ ２０

ユーロ ３ １

１円の変動による影響額



セグメント別業績見通しセグメント別業績見通し

３２０

▲７０

１０

１５０

▲４０

８０

９０

２０

７０

１０

１１月公表

１２，８００

－

１，１００

１，３００

２，５００

１，０００

２，１００

２，１５０

１，４５０

１，２００

１１月公表 今回公表実績今回公表実績今回公表１１月公表実績

１３，４００

－

１，１００

１，４００

２，５００

１，３００

２，２００

２，１００

１，８００

１，０００

▲６０▲７５－－－－調　整　額

４００

２０

１８０

▲４０

９０

１００

２０

８０

１０

2010年度見通し

▲１３

▲１０

３４

▲２７０

７９

８９

３７

８７

１５

2009年度

営業損益

１２，８００１１，７３４１３，４００１０，０１２合　　　計

１，１００９７８１，１００９７５そ　の　他

１，４００８２７１，５００８４９精密機械

２，４００２，０３０２，４００２，０３０モーターサイクル＆エンジン

１，０００１，０７５１，３００１，３５６プラント・環境

２，１００１，９１３２，２００２，２６２ガスタービン・機械

２，１５０１，８８８２，１００１，７１３航空宇宙

１，４５０１，５００１，８００６６２車　　　両

１，２００１，５１８１，０００１６１船舶海洋

2010年度見通し2009年度2010年度見通し2009年度

売上高受注高

（億円）
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注1) 2009年度は2010年度からの新事業区分および新会計基準の考え方に基づき再計算した数値 → 16ページ参照

注2) 「調整額」には、本社部門で発生する費用で社内管理上各部門への配賦を行わない費用等を含む



研究開発費・設備投資・期末従業員数研究開発費・設備投資・期末従業員数

（億円・人）

３２，７００

８，１００

２４，６００

５１０

７００

４０５

2010年度
見通し

増　減

＋４０３

＋１９９

＋２０４

▲４

＋１０８

＋２４

３２，２９７

７，９０１

２４，３９６

５１４

５９２

３８０

2009年度
実績

減価償却費

設備投資

期末従業員数

海　　外

国　　内

研究開発費
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（補足）セグメント情報開示の変更について（補足）セグメント情報開示の変更について

　＜事業区分並びに事業区分名称の変更＞

　 　２０１０年４月より社内管理区分を変更しており、事業区分並びに事業区分名称を以下のとおり

　 　変更している。

　 事業区分の変更 　

　 　　 　　 破砕機部門 　：　「車両事業」から「プラント・環境事業」へ

　　 　 　 ロボット部門 ： 「汎用機事業」から「精密機械事業」へ

　 　 事業区分名称の変更

　　 　　 　 （旧）「汎用機事業」　　 ⇒　 (新） 「モーターサイクル＆エンジン事業」

　　 　　 　 （旧）「油圧機器事業」　⇒　 (新） 「精密機械事業」

　　＜セグメント情報等の開示に関する新会計基準の適用＞

　　　従来の基準では、本社部門で発生する費用で社内管理上各部門への配賦を行わない費用に

　　　ついて、開示上のみ一定の基準に基づき再配賦した上で事業別営業利益を計算していたが、

　　　２０１０年度からマネジメント・アプローチを採用した新基準が適用されたことに伴い、当該費用の

　　　再配賦計算は行わないこととした。

　　　このため、過年度の実績についても、新基準の考え方に基づき再計算し、本資料各ページに

　　　掲載している。



世界の人々の豊かな生活と地球環境の未来に貢献する
“Global Kawasaki”

ご注意

本資料のうち、業績見通し等に記載されている将来の数値は、現時点で把握可能な情報に基づき当社が判断した見通しで
あり、リスクや不確実性を含んでおります。従いまして、これらの業績見通しのみに依拠して投資判断を下すことはお控え下
さるようお願い致します。実際の業績は、外部環境及び内部環境の変化によるさまざまな重要な要素により、これらの見通
しとは大きく異なる結果となり得ることを御承知おき下さい。実際の業績に影響を与える重要な要素には、当社の事業領域
をとりまく経済情勢、対米ドルをはじめとする円の為替レート、税制や諸制度などがあります。


